
境内
」◆が完成

富士見

区
が
竣
工
式
、
交
流
や
地
域
活
動
の
場
に

新
し
い
帳
納
屋
で
御
神
楽
（
獅

子
舞
）
を
奉
納
す
る
西
林
組
。

伝
承
し
て
い
る
所
作
で
舞
い
、

災
厄
が
降
り
か
か
ら
ず
建
物
が

長
く
保
た
れ
る
こ
と
を
願
っ
た

＝
富
士
見
町
乙
事
の
乙
事
諏
訪

社
境
内

l
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＝

＝

…

・

・

・

‥

．

＝

．

：

：

：

：

＝

：

：

．

こ
、
お
か
め
の
面
を
つ
け
た
2

が
胴
幕
を
広
げ
た
り
閉
じ
た
り
し

て
勇
壮
に
舞
っ
た
。
災
厄
が
降
り

か
か
ら
ず
建
物
が
長
く
保
た
れ
る

こ
と
を
願
っ
た
。
　
　
　
ニ

常
駐
は
し
な
い
が
、
建
物
に
鮎

出
窓
を
備
え
付
け
て
お
り
、
砥
園

祭
（
7
月
）
や
二
年
参
り
な
ど
の

際
に
御
朱
印
を
頒
布
で
き
る
よ
う

屋
の
歴
史
と
藤
沢
会
長
へ
の
感
謝

の
意
を
刻
ん
だ
。
神
事
後
、
藤
沢

会
長
は
「
以
前
の
古
い
建
物
は
私

も
知
っ
て
い
る
。
い
い
雰
囲
気
の

帳
納
屋
が
で
き
た
。
親
睦
の
像
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

木
造
平
屋
建
て
で
、
床
面
積
は

聖
8
平
方
㍍
。
窓
を
開
放
す
る

と
舞
台
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
目

は
区
内
の
西
林
阻
が
御
神
楽
を
奉

五
味
俊
区
長
は
「
藤
沢

貢
の
全
面
的
な
支
援
で
竣
工
す

こ
と
が
で
き
た
。
再
建
、
竣
工

げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
「
住

た
い
、
住
み
続
け
た
い
乙
事
区

に
向
け
、
氏
子
の
皆
さ
ん
に
大
い

に
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
願

っ
て
い
た
。

富
士
見
町
乙
事
区
は
6
日
、
老
朽
化

に
伴
っ
て
建
て
替
え
た
乙
事
諏
訪
社
境

内
の
「
階
数
」
の
警
式
を
開
い
た
。

区
役
員
や
氏
子
総
代
、
建
て
替
え
に
当

た
っ
て
全
面
的
に
支
援
を
し
た
乙
事
出

身
の
藤
沢
昭
和
・
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
会

長
ら
約
4
0
人
が
参
列
。
神
事
と
記
念
碑

の
除
幕
に
続
い
て
、
こ
け
ら
落
と
し
の

御
神
楽
（
獅
子
舞
）
や
詩
吟
を
多
目
的
室
で
行
い
、
交

流
や
地
域
静
動
の
場
と
し
て
末
永
く
親
し
ま
れ
る
拠
点

に
な
る
よ
う
願
っ
た
。
（
鮎
沢
健
吾
、
飛
矢
崎
貴
規
）

帳
納
屋
は
1
9
4
8
年
の
火
災

で
焼
失
し
、
集
落
を
挙
げ
て
翌
4
9

年
に
再
建
し
た
。
そ
の
建
物
も
築

Ⅷ
年
余
が
経
過
し
て
傷
み
が
激
し

く
な
り
、
現
地
建
て
替
え
の
方
針

を
決
定
。
昨
年
9
月
の
同
神
社
御

柱
祭
ま
で
に
取
り
壊
し
、
御
柱
後

に
新
築
工
事
に
着
手
し
た
。

神
事
で
は
前
島
正
宮
司
が
祝
詞

的
摘
紀
鞘
輯
謁
謂

納
。
笛
の
音
に
合
わ
せ
て
上
下
左

右
に
獅
子
頭
を
振
り
、
ひ
ょ
っ
と

念
碑
は
白
御
影
石
で
造
り
、
帳
納


